
 

令和 7 年度不祥事根絶のための校内ルール 

～不祥事を撲滅し、児童・地域・保護者に信頼される学校づくりのために～ 

四万十市立八束小学校 

 

 八束小学校の教職員は、学校教育に携わる者として、常に法令を遵守し、児童の

健やかな育成に向け、教育活動に専念しています。しかしながら、外に目を向けま

すと、一部の教職員による不祥事が後を絶ちません。 

そこで、「本校からは絶対に不祥事を起こさない！」との強い決意の下、以下の

校内ルールを定めました。児童にとって「明日も来たい」と思える、安心・安全な

学校づくりを目指します。 

 

【基本理念】 

一つ、大切な子どもたちの命や尊厳を守ることを第一に考えて職務に当たる。 

一つ、不祥事は他人事ではなく、いつでも、どこでも、誰にでも起こり得るもの 

  として捉え、当事者意識・危機意識をもって捉える。 

 

【校内ルール】 

１．交通法規を遵守し、目的地に 30 分前には到着できるよう時間に余裕を持っ 

て出発する。※市内は 15 分前  

２．飲酒する前には、行き帰りの交通手段や次の日の運転の有無を確認する。 

  ※職場の飲み会の時には、事前に管理職に報告 

３．原則として１対１の状況はつくらない。ドアや窓を開けて人目につくよう 

にする。 

  ４．非常時以外は、教室や児童の前でスマートフォンを出さない・使わない。 

 ５．気になる言動には「これってハラスメントじゃない？」と声を掛け合う。 

 ６．パーソナルスペース（片手を伸ばした長さ）を保って接する。 

 ７．児童の不適切な言動に対しては、言葉や行動で注意するのではなく、適切な

言動を教える（どうすればよいか伝える）。 

８．個人情報を置きっぱなしにしない・持ち出さない。破棄する時はシュレッダ

ー。やむを得ない場合は、必ず校長の許可を得る。 

９．全てのものに著作権があると認識したうえで、決裁の時に「著作権大丈夫？」 

と必ずチェックする。 

10．副業する時間があったら教材研究をしよう！ 

 


